
【ダイアログ（対話）期】6ヶ月

●ＥＳに関する理解の浸透
（ES導入研修）

●クレド作成プロジェクト発足
●クレド作成

⇒仕事の価値向上・
モチベーション持続

【仕組みづくり期】6ヶ月

●プロジェクトチーム主導による
ＥＳ向上施策の運営
※バリュー目標との連動
●クレド習慣化プログラムの実施
●『職場の習慣』を使った朝礼実
施

⇒ＰＤＣＡサイクルの徹底・
組織の価値向上
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プロジェクトチーム主導 全社員参画

■「クレボリューションプログラム」は
“ダイアログ期”と“仕組みづくり期”を経て組織に定着させる

【クレドを柱とした組織開発＝「クレボリューションプログラム」】

●ダイアログ（対話）のある組織風土の醸成

●社員の参画意識の向上

●継続力・つながり力の強化


